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＜通所利用者様情報＞

· 古舘　ヨリ様～食事は18単位で続けている。血圧安定。「パンはたまに食べている。部屋にお菓
子は置いてない。あると食べたくなる。」と笑っている。
· 赤坂　順市様～体重108Kg。(前回同様)昼食は外食するとの事。カロリ－が少ないのを選んで食べ

るように指導される。

・　宮　陽子様～今日、これから外泊するとの事。家族の人とは話をしているかに「兄とは外泊する時に電話で話している。」との事。又、「まだ、時々、嘔気があるからリスパダ－ルを減らしてみたい」と希望される。次回、検討するが本日はこのまま様子を見る事を説明。本日、ハロマンス(100)1A筋肉注射施行。

· 上久保　善郎様～「今日は外泊しない。来月の末頃に行ぐごった」と話している。調子は安定し

ていると話している。

· 松永　勘五郎様～幸房は引越しの準備していると話しているが、それ以外は医師の質問に「ハイ」　

　　と返答。表情は良い。

· 佐藤　朗子様～本日、採血施行。

　　　　　　　　　今度から、2週間に1回は金曜日に休みで土曜日に出勤するため、その時のナイト

ケアは木曜日に利用したいと希望。医師より「疲れないようにやって良い。」との許可がある。弁当は、母と半々位で作っているとの事。年金の管理は父がしており毎月半分はもらって、通所の利用代や通院のために使っているとの事。カレンダ－に印をつけるなどして間違えないように出勤する事・無駄遣いしないようにする事を指導される。

<外来患者様情報>

・　助川　隼人様～新患。31歳。知的障害疑い。姉同伴。中学2年生の時にいじめにあうようになってから不登校となっている。高校に進学するが１年で中退。盛岡の定時制高校に編入し不登校がちであったが卒業。その後、職につくがいずれも長続きせず1～２ヶ月で辞め転々としていたが、21歳からは仕事はせず自宅で過ごしている。姉からは、いじめにあってから様子がおかしくなったような感じがあり、最近では、話した事が理解できない・同じ話をしたり辻褄の合わない事を言う・場にそぐわない所で笑うなどの事があり、知的障害ではないのかと考え、愛護手帳などの申請を検討している為、その為の検査を希望し受診したとの事。WAIS-R検査予定としている。(母が当院に入院中)









